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国
文
学
研
究
資
料
館
の
基
幹
業
務
で

あ
る
古
典
籍
の
調
査
と
収
集
は
、
十
年

一
日
の
ご
と
き
観
を
呈
し
な
が
ら
、
今

日
も
脈
脈
と
続
け
ら
れ
て
い
る
。
基
幹

業
務
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
と
い

っ
て
も
、
自
然
科
学
系
の
研
究
者
に
は

理
解
し
に
く
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

国
家
の
大
計
が
そ
う
こ
ろ
こ
ろ
と
変

化
し
て
も
ら
っ
て
も
困
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
方
法
の
変

更
等
が
あ
る
と
、
過
去
の
蓄
積
を
無
に

帰
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
簡
単
に

変
更
と
は
い
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
こ
の
業
務
が
科
学
技
術
の
発

展
と
と
も
に
進
む
部
分
を
持
ち
始
め
る

と
、
国
家
の
大
計
と
い
え
ど
も
大
き
い

変
化
を
予
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

／
、
ア
（
や
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
は
、
そ
う
い
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学
に
つ
い
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
長
中
村
康
夫

意
味
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
揺
さ
ぶ

り
を
か
け
た
。
可
能
性
と
し
て
は
、
国

文
学
研
究
の
全
体
を
拡
張
・
多
様
化
す

る
可
能
性
も
持
っ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国

文
学
は
、
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
な
い

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
私
は
思

っ
て
い
る
。
そ
の
可
能
性
を
見
通
し
、

信
じ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い

の
だ
け
れ
ど
も
、
と
り
あ
え
ず
小
手
先

の
レ
ベ
ル
で
は
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
可

能
と
い
う
と
こ
ろ
が
見
え
て
き
て
い
る
。

こ
れ
を
ま
ず
個
人
の
研
究
レ
ベ
ル
で
は

ど
こ
ま
で
評
価
し
て
利
用
し
て
い
け
る

か
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ

一
つ
は
そ
の
あ
た
り
か
ら
の
具
体
的
な

報
告
が
並
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
、
近
い

将
来
、
館
の
業
務
を
語
る
報
告
も
出
て

へ

く
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
い
う
新
し
い
取
り
組
み
は
、
各

論
だ
け
を
眺
め
て
い
て
は
展
望
は
開
け

な
い
。
必
ず
総
論
的
な
も
の
言
い
を
す

る
場
が
な
い
と
、
問
題
点
が
つ
か
み
切

れ
な
い
。
つ
ま
り
、
個
々
の
取
り
組
み

は
、
進
展
す
る
と
か
な
ら
ず
予
想
し
て

い
な
か
っ
た
問
題
点
（
権
利
関
係
や
他

の
専
門
分
野
と
の
抵
触
な
ど
）
が
出
て

き
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
九
年
度
に
開
催
し
た
第
３
回
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
電
子
化
テ
キ
ス
ト

の
出
版
と
流
通
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
こ
う
い
う
問
題
は
、
個
人

の
レ
ベ
ル
で
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な

い
し
、
個
人
の
作
業
で
は
こ
う
い
う
問

題
が
見
え
て
く
る
ほ
ど
の
研
究
の
蓄
祇

が
な
か
な
か
で
き
な
い
。

か
く
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
と
問

題
意
識
が
錯
綜
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
参
加

者
数
は
、
館
外
だ
け
を
数
え
て
一
○
九

名
。
昨
年
よ
り
も
国
文
学
研
究
者
の
割

｜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学

次
大
鮭
溌
受
鯏
製
職
寵
悪

平
成
皿
年
腫
共
同
研
究
…
…
…
…
…
・
…
．
、

平
成
９
年
鹿
共
同
研
究
・
追
加
・
…
…
・
…
．

自
国
夏
季
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
受
獅
生
郁
典
・
・
…
．

｜
釿
収
資
料
靴
介
⑬
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…

鐸､

433321

合
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
今

後
も
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
あ

っ
た
。
第
３
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学

テ
ー
マ
電
子
化
テ
キ
ス
ト
展
望

ｌ
出
版
と
流
通
を
巡
っ
て
１

日
時
平
成
９
年
廻
月
５
日
（
金
）

場
所
国
文
学
研
究
資
料
館
大
会
議
室

プ
ロ
グ
ラ
ム

挨
拶国
文
学
研
究
資
料
館
松
野
陽
一

基
調
講
演
「
歌
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
可

能
性
」

日
本
女
子
大
学
後
藤
祥
子

講
演
「
説
話
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い

て
の
課
題
と
展
望
」

大
阪
大
学
荒
木
浩

講
演
「
明
治
前
期
小
新
聞
の
語
彙
に
関

す
る
数
斑
的
分
析
」

北
海
道
東
海
大
学
土
屋
礼
子

講
演
「
国
文
学
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

国
文
学
研
究
資
料
館
丸
山
勝
巳

新
収
和
古
曾
抄
平
成
九
年
…
…
・
…
：
．

鍵
慨
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
・
・
…
…

文
服
紹
介
⑰
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…

第
創
何
国
際
日
本
文
学
研
究
巣
会
報
告
．

「
セ
ミ
ナ
．
‐
‘
原
典
を
読
む
」
「
影
印
叢
害
」

利
用
肴
へ
の
お
知
ら
せ
…
…
…
・
…
…
…

平
成
、
年
庇
祁
季
学
会
：
．
…
…
・
…
…
…

10988765
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大
阪
市
立
大
学
柴
山
守

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

電
子
化
テ
キ
ス
ト
展
望

ｌ
出
版
と
流
通
を
巡
っ
て
Ｉ

パ
ネ
リ
ス
ト

岩
波
書
店
宮
内
久
男

共
立
女
子
大
学
内
田
保
廣

文
化
庁
片
山
純
一

閉
会
の
挨
拶

国
文
学
研
究
資
料
館
立
川
美
彦

講
演
「
Ｗ
Ｗ
Ｗ
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
画
像
検
索
シ
ス
テ
ム
と
国

囑
慈

文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
、
当
館
で

の
研
究
指
導
を
希
望
す
る
大
学
院
生
を
、

特
別
共
同
利
用
研
究
員
と
し
て
受
入
れ

ま
す
。当
館
で
は
昭
和
五
四
年
度
か
ら
大
学

院
生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
十
年
度
よ
り
こ
の
制
度
を
発

展
さ
せ
、
ひ
ろ
く
全
国
よ
り
国
文
学
・

史
学
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
分
野
を

専
攻
す
る
大
学
院
生
の
参
加
を
募
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

概
要
は
左
の
と
お
り
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
月
中
旬
に
各

大
学
院
へ
送
付
し
た
応
募
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
当
館
庶
務
課
共

同
利
用
係
（
電
話
○
三
’
三
七
八
五
’

七
二
一
二
内
線
二
一
○
・
二
一
二
に

直
接
「
大
学
院
学
生
受
入
要
領
」
を
御

請
求
く
だ
さ
い
。

概
要

受
入
人
数
十
人
程
度

受
入
対
象
大
学
院
に
在
学
し
、
国
文

学
、
史
学
お
よ
び
こ
れ
ら

に
関
連
す
る
分
野
を
専
攻

す
る
も
の
。

授
業
料
無
料

提
出
書
類
・
所
属
す
る
大
学
院
の
研

へ

大
学
院
生
の
受
入
れ
に
つ
い
て

究
科
長
の
委
託
書

・
指
導
教
員
の
推
薦
書

・
在
学
証
明
書
・
成
紙
証

明
書

・
略
歴
、
研
究
業
績

受
入
決
定
当
館
大
学
院
教
育
協
力
委

員
会
に
お
い
て
審
査
の
う

え
決
定
し
、
そ
の
結
果
を

所
属
す
る
大
学
院
の
研
究

科
長
お
よ
び
本
人
に
通
知

す
る
。

研
究
課
題
・
指
導
教
官
（
予
定
）

・
平
安
私
家
集
・
私
撰
集
の
研
究

新
藤
協
三

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
古
典
研

究
中
村
康
夫

・
中
古
・
中
世
の
和
歌
文
学
の
研
究

浅
田
徹

・
連
歌
文
学
の
研
究
立
川
美
彦

・
和
歌
文
学
の
文
化
史
的
研
究
松
村
雄
二

・
中
世
学
問
史
研
究
山
崎
誠

・
中
世
文
学
の
研
究
、
特
に
能
に
関

す
る
研
究
落
合
博
志

・
中
世
歌
人
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る

研
究
田
渕
句
美
子

・
江
戸
期
版
本
の
特
質
の
研
究

（
一

、
近
世
学
芸
史
の
研
究
、
特
に
和
学

に
関
す
る
研
究
鈴
木
淳

・
若
衆
歌
舞
伎
・
野
郎
歌
舞
伎
の
研

究
武
井
協
三

・
草
双
紙
に
お
け
る
芸
能
受
容
の
研

究
山
下
則
子

・
近
代
文
学
の
研
究
谷
川
惠
一

・
十
八
世
紀
後
半
か
ら
明
治
期
に
い

た
る
漢
文
学
・
学
芸
史

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学
の
研
究

安
永
尚
志
・
丸
山
勝
巳
・
原
正

一
郎

、
近
世
史
料
の
研
究
高
木
俊
輔

・
近
現
代
史
料
の
研
究
鈴
江
英
一

．
近
代
民
間
史
料
の
研
究
丑
木
幸
男

、
近
世
史
料
学
の
研
究
山
田
哲
好

・
幕
府
・
藩
の
組
織
櫛
造
と
文
瞥
群

の
史
料
学
的
研
究
大
友
一
雄

・
記
録
史
料
学
の
研
究
安
藤
正
人

、
近
世
都
市
史
の
研
究
渡
辺
浩
一

・
史
料
管
理
学
の
研
究
高
木
俊
輔

・
鈴
江
英
一
・
丑
木
幸
男
・
安

藤
正
人
・
山
田
哲
好
・
大
友
一

雄
・
渡
辺
浩
一

岡
雅
彦

『
奥
の
細
道
」
本
文
校
訂
の
試
み

上
野
洋
三
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東
大
寺
図
書
館
所
蔵
「
法
勝
寺
御
八
講
答

妃
」
の
注
釈
的
研
究

永
村
真
（
日
本
女
子
大
学
教
授
）

楠
淳
證
（
龍
谷
短
期
大
学
助
教
授
）

藤
丸
要
（
龍
谷
大
学
識
師
）

林
文
子
（
東
京
女
子
大
学
助
手
）

蓑
輪
顕
量
（
愛
知
学
院
大
学
助
教
授
）

う
つ
ほ
物
語
の
注
釈
史
の
基
礎
的
研
究

室
城
秀
之
（
白
百
合
女
子
大
学
教
授
）

稲
員
直
子
（
日
本
女
子
大
学
大
学
院
生
）

上
原
作
和
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
講
師
）

大
井
田
晴
彦
（
東
京
大
学
大
学
院
生
）

佐
藤
信
一
（
白
百
合
女
子
大
学
講
師
）

正
道
寺
康
子
（
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
講
師
）

中
山
陽
子
（
恵
泉
女
学
園
短
期
大
学
講
師
）

宮
谷
聡
美
（
白
梅
学
園
短
期
大
学
講
師
）

江
戸
英
雄
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

中
世
文
芸
作
品
と
仏
教
と
の
関
係
に
関
す

る
学
際
的
研
究
ｌ
「
脱
経
節
さ
ん
せ
う
太

夫
」
を
素
材
と
し
て
ｌ

松
尾
剛
次
（
山
形
大
学
教
授
）

末
木
文
美
士
（
東
京
大
学
教
授
）

吉
村
均
二
財
）
東
方
研
究
会
）

米
井
輝
圭
（
文
化
庁
専
門
職
貝
）

中
野
真
麻
理
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

平
成
佃
年
度
共
同
研
究

近
世
の
農
民
・
自
然
・
年
貢
制
度
の
研
究

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ブ
ラ
ウ
ン

（
国
文
学
研
究
資
料
館
客
員
教
授
）

青
野
春
水
（
徳
島
文
理
大
学
教
授
）

中
世
・
近
世
説
諾
に
み
る
僧
・
俗
像
の
研

究ロ
ー
タ
モ
ン
ド
・
ハ
ル
ト
ム
ー
ト

（
国
文
学
研
究
資
料
館
客
員
教
授
）

山
田
昭
全
（
大
正
大
学
教
授
）

堤
邦
彦
（
京
都
精
華
大
学
教
授
）

冨
士
昭
雄
（
駒
沢
大
学
教
授
）

後
小
路
蕪
（
別
府
大
学
助
教
授
）

広
田
哲
通
（
大
阪
女
子
大
学
教
授
）

岡
雅
彦
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

浅
田
徹
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
授
）

浅
井
了
意
全
集
作
成
の
た
め
の
基
礎
的
研

究江
本
裕
（
大
妻
女
子
大
学
教
授
）

花
田
富
二
夫
（
大
妻
女
子
短
期
大
学
教
授
）

冨
士
昭
雄
（
駒
沢
大
学
教
授
）

渡
辺
守
邦
（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

和
田
恭
幸
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

入
口
敦
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

平
成
９
年
度
共
同
研
究
・
追
加

曽
根
原
理
（
東
北
大
学
助
手
）

海
老
名
尚
（
北
海
道
教
育
大
学
助
教
授
）

山
崎
誠
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

へ

一
当
館
で
は
、
国
文
学
と
史
学
を
専
攻
が
、
浅
田
徹
助
教
授
（
中
古
・
中
世
和
一

一
す
る
大
学
院
生
（
修
士
課
程
・
博
士
課
歌
）
、
安
藤
正
人
助
教
授
（
近
世
史
．
一

一
程
）
を
対
象
と
し
て
、
毎
夏
「
原
典
講
記
録
史
料
学
）
、
上
野
洋
三
教
授
（
近
一

一
読
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。
世
和
歌
・
俳
譜
）
、
谷
川
恵
一
教
授
一

一
こ
れ
は
、
前
ペ
ー
ジ
に
記
さ
れ
た
一
（
近
代
文
学
）
、
松
村
雄
二
教
授
（
中
世
一

一
年
を
サ
イ
ク
ル
と
す
る
大
学
院
生
受
入
和
歌
）
な
ど
が
候
補
で
あ
る
。

一
と
は
別
の
、
ご
く
短
期
間
の
セ
ミ
ナ
ー
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
平
成
五
年
よ
り
開
一

一
で
あ
る
。
催
さ
れ
て
お
り
、
今
夏
は
六
回
目
と
な
一

一
日
程
は
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
る
。
国
文
学
・
日
本
史
学
を
専
攻
す
る
一

一
今
年
も
八
月
下
旬
に
開
識
の
予
定
で
あ
若
い
研
究
者
に
と
っ
て
、
所
属
大
学
以
一

一
る
。
募
集
人
員
は
約
十
五
名
、
応
募
者
外
の
教
官
の
講
義
を
聴
講
で
き
る
希
有
一

一
が
多
数
の
場
合
は
、
当
館
で
選
考
す
る
。
な
機
会
と
し
て
、
好
評
を
得
て
き
て
い
一

｜
受
講
料
無
料
（
講
義
資
料
実
費
徴
集
）
。
る
。
ま
た
、
他
大
学
の
院
生
と
の
学
問
一

一
識
義
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
的
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

一
り
当
館
教
官
が
、
も
っ
と
も
研
究
を
ふ
研
究
の
視
野
の
拡
大
と
、
深
化
を
は
一

一
か
め
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
行
わ
れ
か
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
ふ
る
っ
て
一

一
て
い
る
。
高
度
で
密
度
の
濃
い
も
の
と
応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、
「
セ
ミ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
照
会
先
は
、
一

一
原
典
を
読
む
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
平
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
利
用
係
（
○
一

一
凡
社
よ
り
順
次
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
三
’
三
七
八
五
’
七
一
三
一
内
線
二
二

Ｆ
，
０
，
０
，
，
，
０
，
，
，
０
０
，
，
’
０
０
９
０
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
’
０
０
０
０
０
０
０
０
，
０
０
０
０
０
０
，
０
，
０
，
，
０
０
，
，
０
０
，
’
０
０
０
，
０
０
’
９
０
．
０
０
０
０
０
０
０
０
０
’
０
０
０
０
，
０
，
０
０
０
，
，
，
，
‐
，
‐
‘
‐
‐
，
０
９
，
，
０
０
９
０
，
０
，
０
０
０
０
９
０
０
‐
‐
’
‐

一
本
年
度
の
担
当
者
は
未
決
定
で
あ
る
○
・
一
二
二

勺
０
６
０
０
０
０
０
９
０
０
０
．
ｐ
ｅ
ｒ
０
６
０
０
０
０
０
９
０
．
０
６
０
９
０
０
０
‐
０
０
‐
０
０
０
‐
９
０
０
．
９
０
０
０
９
０
０
０
０
０
０
０
６
０
０
６
．
０
’
７
０
６
．
０
‐
０
０
０
９
‐
，
‐
り
０
０
０
０
６
０
０
●
０
０
９
０
０
０
０
０
‐
８
０
０
０
０
０
０
０
０
口
０
６
．
０
０
０
‐
０
８
０
．
０
‐
０
０
’
０
０
●
０
０

一

口

“

Ｃ

の

夏
季
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集
一

口ｅ口早ロロロロ

●

ロ

守

口

松
永
深
谷
渡
辺
高
澤
舟
橋

嫡
夫
（
完
薪
潟
県
立
三
条
高
校
教
諭
）

克
己
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

尚
志
（
一
橋
大
学
助
教
授
）

裕
二
金
沢
大
学
教
授
）

明
宏
（
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
調

査
協
力
員
）

瓜

渡山丑高森安
辺田木木藤

正
人
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
授
）

安
彦
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

俊
輔
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

幸
男
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

哲
好
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教
授
）

浩
一
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）
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平
成
九
年
十
月
、
外
村
南
都
子
先
生

（
平
成
九
年
度
文
献
資
料
部
客
員
教
授
）

よ
り
、
故
外
村
久
江
氏
旧
蔵
の
早
歌
資

料
等
十
点
を
御
寄
贈
賜
わ
っ
た
。
改
め

て
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
以
下
、

簡
略
で
は
あ
る
が
概
観
を
紹
介
す
る
。

＊
「
〔
早
歌
二
曲
本
］
」
「
日
精
徳
」
「
狭

衣
袖
」
写
本
・
巻
子
一
軸
。
室
町
期

写
。
綴
じ
跡
・
朱
の
状
態
・
折
り
目
等

か
ら
、
も
と
二
七
・
○
糎
×
二
○
・
○

糎
程
度
の
冊
子
本
形
態
、
墨
付
二
十
一

丁
（
本
文
は
早
歌
本
来
の
五
行
書
）
と

思
わ
れ
る
。
糊
離
に
よ
り
、
現
在
は
四

片
に
分
か
れ
て
い
る
。
鳥
の
子
紙
。
大

略
、
平
仮
名
表
記
を
使
用
。
漢
字
は
極

端
に
少
な
く
、
す
べ
て
振
り
仮
名
を
施

す
。
曲
頭
普
・
垂
れ
鍵
等
、
丁
寧
な
朱

墨
譜
を
持
つ
。
以
上
の
特
徴
か
ら
、
外

村
久
江
氏
は
本
資
料
を
早
歌
の
稽
古
本

と
推
測
、
紹
介
さ
れ
た
二
鎌
倉
文
化

の
研
究
毒
。
「
日
精
徳
」
は
『
玉
林
苑
」

上
巻
、
「
狭
衣
袖
」
は
「
宴
曲
抄
」
下

巻
所
収
。
本
資
料
は
金
春
家
伝
来
の
資

料
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
＊
「
拾
菓
集
」

下
・
「
車
（
部
分
）
」
「
袖
情
」
写

本
・
列
帖
装
。
応
永
頃
写
。
墨
付
四
丁
。

二
六
・
七
糎
×
一
七
・
七
糎
。
鳥
の
子

新
収
資
料
紹
介
⑬

外
村
久
江
氏
旧
蔵
「
早
歌
資
料
」

紙
。
漢
字
平
仮
名
交
り
。
五
行
書
。
曲

頭
記
・
垂
れ
鍵
・
朱
墨
譜
・
振
り
仮
名

を
施
す
。
「
源
氏
物
語
」
に
依
る
二
曲

を
記
す
が
、
「
車
」
は
後
半
部
分
「
其

か
と
云
し
言
の
葉
…
…
え
な
ら
ず
染
深

追
風
」
の
み
。
筆
致
は
尊
経
閣
文
庫
本

と
合
致
。
＊
「
玉
林
苑
」
下
写
本
・

列
帖
装
一
帖
。
応
永
頃
写
。
墨
付
三
十

五
丁
。
二
六
・
六
糎
×
一
七
・
五
糎
。

鳥
の
子
紙
。
漢
字
平
仮
名
交
り
。
五
行

書
。
曲
頭
記
・
垂
れ
鍵
・
朱
墨
譜
・
振

り
仮
名
を
施
す
。
早
歌
第
八
の
撰
集
。

筆
致
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
宴
曲
集
」

「
拾
菓
集
」
等
と
合
致
。
＊
『
撰
要
両

曲
巻
」
（
断
簡
）
・
「
余
波
」
写

本
・
一
枚
。
室
町
期
写
。
二
三
・
五

糎
×
一
七
・
二
糎
。
鳥
の
子
紙
。
漢
字

平
仮
名
交
り
。
五
行
書
。
垂
れ
鍵
・
朱

墨
譜
・
振
り
仮
名
を
施
す
。
裏
に
墨
書

紙
片
「
招
月
庵
徹
書
記
餘
波
」
を
貼

付
。
＊
「
撰
要
目
録
巻
」
（
断
簡
）

写
本
・
一
枚
。
室
町
期
写
。
二
四
・
七

糎
×
一
四
・
八
糎
。
鳥
の
子
紙
。
裏
に

墨
書
紙
片
「
一
条
院
殿
良
慶
親
王
宴

曲
集
巻
」
を
貼
付
。
漢
字
の
み
。
外
村

久
江
氏
は
紙
墨
・
筆
致
か
ら
本
資
料
を

坂
阿
筆
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
断
簡
に

／へ
＝一〆

よ
り
、
「
朝
」
「
夕
」
「
草
」
「
上
下
」
が

明
空
作
と
判
明
。
「
年
中
行
事
」
の
作

者
「
藤
三
品
」
に
つ
い
て
は
「
広
範
卿
」

と
朱
の
注
記
が
あ
り
、
既
に
こ
の
説
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
証
左
と
な
っ
た

（
『
早
歌
の
研
究
」
）
。
＊
「
宴
曲
抄
」
中

巻
（
断
簡
）
・
「
郵
律
講
惣
礼
」
写

本
・
二
枚
。
室
町
期
写
。
一
枚
の
料
紙

（
鳥
の
子
紙
。
二
五
・
一
糎
×
一
六
・

○
糎
）
が
二
片
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

漢
字
平
仮
名
交
り
。
五
行
書
。
垂
れ

鍵
・
朱
墨
譜
・
振
り
仮
名
・
濁
点
を
施

す
。
詞
章
は
早
歌
第
二
の
撰
集
「
宴
曲

抄
」
中
巻
所
収
「
郵
律
講
惣
礼
」
の
一

部
「
秋
風
楽
の
笛
の
音
…
…
神
に
手
向

や
せ
ま
し
」
に
相
当
。
郭
律
講
式
に
用

い
ら
れ
た
曲
。
＊
「
宴
曲
抄
」
中
巻

（
断
簡
）
・
「
三
嶋
詣
」
写
本
・
一

枚
。
室
町
期
写
。
寸
法
二
五
・
二
糎
×

一
七
・
四
糎
。
鳥
の
子
紙
。
漢
字
平
仮

名
交
り
。
五
行
瞥
。
垂
れ
鍵
・
朱
墨

譜
・
振
り
仮
名
・
濁
点
を
施
す
。
裏
に

墨
書
紙
片
「
冷
泉
為
右
あ
ら
ハ
す
」

を
貼
付
。
詞
章
は
「
宴
曲
抄
」
中
巻
所

収
「
三
嶋
詣
」
前
半
の
一
部
「
あ
ら
は

す
…
…
叢
祠
を
府
中
に
」
に
相
当
。

「
異
説
秘
抄
口
伝
巻
」
は
こ
の
曲
に
つ

い
て
「
号
神
遊
曲
可
秘
々
々
」
と
記
す
。

＊
「
宴
曲
集
」
巻
四
写
本
・
袋
綴
一

冊
。
江
戸
後
期
写
。
渋
刷
毛
目
文
様
表

紙
。
二
六
・
九
糎
×
一
九
・
四
糎
。
表

/‐､
ー

〆

紙
左
に
打
付
書
「
宴
曲
集
」
。
右
下
に

墨
書
「
渕
亭
蔵
」
。
内
題
「
宴
曲
集
」
。

三
十
五
丁
。
斐
紙
の
薄
様
。
毎
半
丁
五

行
。
漢
字
平
仮
名
交
り
。
奥
書
「
宴
曲

集
下
冷
泉
持
為
卿
染
筆
也
云
々
／
臨
写

終
」
。
早
歌
第
一
の
撰
集
『
宴
曲
集
」

の
巻
四
の
み
存
。
小
山
作
之
助
氏
旧
蔵

本
と
い
う
。
「
早
歌
全
詞
集
」
所
収

「
宴
曲
集
』
巻
四
の
対
校
本
。
＊
「
別

紙
追
加
曲
」
・
「
源
氏
紫
明
両
栄
花
」

「
琵
琶
曲
」
「
聖
廟
霊
瑞
誉
」
（
各
部
分
）

写
本
・
巻
子
一
軸
。
表
紙
は
紺
色
地

に
寿
文
字
・
鳥
・
梅
・
小
槌
等
の
文
様

（
金
欄
）
。
見
返
し
は
浅
葱
色
地
に
雷
文

（
金
箔
）
。
前
見
返
し
・
巻
末
等
に
朱
印

「
芙
青
堂
蔵
」
ほ
か
あ
り
。
表
紙
寸
法

二
二
・
六
糎
×
一
七
・
一
糎
。
本
文
料

紙
全
長
約
三
二
四
糎
。
天
地
断
裁
。
一

行
二
十
字
前
後
。
漢
字
平
仮
名
交
り
。

奥
書
「
右
一
巻
以
頓
阿
法
師
自
筆
本
／

謄
写
了
可
秘
蔵
者
也
／
安
永
四
年
乙
未

年
八
月
／
左
衛
門
少
志
藤
原
常
成
」
。

「
源
氏
物
語
」
に
依
る
「
源
氏
紫
明
両

栄
花
」
（
前
半
一
部
分
欠
）
、
琵
琶
の
徳

を
称
え
た
「
琵
琶
曲
」
（
末
尾
部
分
欠
）
、

天
神
を
賛
嘆
す
る
「
聖
廟
霊
瑞
誉
」

（
冒
頭
か
ら
「
掲
焉
き
」
ま
で
欠
）
の

三
曲
。
＊
『
岩
山
道
堅
自
歌
合
」
写

本
・
列
帖
装
一
帖
。
墨
付
十
九
丁
。
黒

色
表
紙
に
千
鳥
・
舟
文
様
（
金
欄
）
・

見
返
し
は
麻
の
葉
に
龍
の
丸
文
様
（
金

｜
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箔
）
。
寸
法
二
四
・
一
糎
×
一
七
・
六

糎
。
鳥
の
子
紙
。
毎
半
丁
九
行
。
和
歌

は
一
行
書
。
漢
字
平
仮
名
交
り
。
奥
書

に
細
川
幽
斎
の
名
が
見
え
る
。
「
右
一

冊
道
堅
法
師
自
歌
合
也
臨
子
／
後
柏
原

院
真
跡
写
焉
／
永
禄
十
二
年
夏
六
月
十

八
日
／
正
五
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
源

通
勝
／
以
右
之
奥
香
本
写
畢
／
幽
斎
里

玄
旨
判
」
。

中
世
天
台
僧
光
宗
の
著
「
渓
嵐
拾
葉

集
」
巻
八
十
九
「
現
ニ
ハ
娑
婆
ノ
事
」
サ
ソ
ナ

の
項
は
「
現
ニ
ハ
娑
婆
、
東
土
二
三
尊

オ
ホ
ヘ
タ
ル
カ
ナ

御
座
哉
」
を
め
ぐ
る
解
釈
を
記
載
、
こ

れ
は
「
撰
要
目
録
巻
」
の
類
話
と
一
致

げ
に
や
き
ば

す
る
。
「
現
永
也
娑
婆
」
は
早
歌
の
異

名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
観
応
三
年
、
大

内
弘
幸
は
周
防
国
仁
平
寺
を
再
興
、
三

月
八
日
を
供
養
会
日
と
定
め
、
三
月
三

日
に
鎮
守
日
吉
山
王
の
社
頭
で
法
楽
舞

を
執
行
し
た
。
「
氷
上
山
興
隆
寺
文
書
」

所
収
「
仁
平
寺
並
今
八
幡
宮
文
書
」
の

同
寺
供
養
日
記
に
よ
れ
ば
、
当
日
は
延

年
の
中
で
早
歌
「
心
」
が
奏
さ
れ
た
。

以
て
早
歌
の
広
範
な
流
布
を
知
る
。
因

み
に
、
大
内
弘
幸
は
三
日
後
の
三
月
六

日
に
卒
し
、
嗣
子
弘
世
が
本
堂
供
養
を

延
期
し
て
そ
の
志
を
継
い
だ
。

（
文
献
資
料
部
中
野
真
麻
理
）

八
雲
御
抄
版
本
七
冊

寛
永
十
二
年
刊
。
巻
一
よ
り
巻
三
中

途
ま
で
宝
永
四
年
に
為
家
本
と
校
合
し

た
朱
注
を
付
す
。
為
家
本
（
順
徳
院
自

筆
本
の
写
し
）
は
巻
一
・
二
が
散
供
し

て
い
る
の
で
そ
の
復
原
に
役
立
つ
。
巻

一
・
二
に
為
家
奥
書
（
文
永
五
年
秋
八

月
戊
辰
）
を
転
記
す
る
。

八
卦
本
版
一
帖

折
本
装
。
表
紙
欠
（
う
し
ろ
表
紙
の

み
存
）
。
内
題
、
尾
題
と
も
に
無
し
。

「
国
瞥
総
目
録
」
に
、
「
陰
陽
八
卦
之
法
」

「
陰
陽
八
卦
之
書
」
と
す
る
書
物
と
同

じ
。
寛
永
十
七
年
刊
。
八
卦
の
占
の
書

で
、
諸
々
の
挿
絵
が
入
り
、
後
に
重
宝

記
類
の
典
拠
と
な
る
ほ
ど
贈
炎
し
た
。

諸
版
、
内
容
の
異
な
る
慶
長
十
六
年
刊

本
（
東
洋
文
庫
蔵
・
岩
崎
。
『
八
卦
図

会
」
）
、
内
容
の
等
し
い
寛
永
五
年
刊
本

（
東
北
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）
、
元
禄
版
、

無
刊
記
本
等
々
諸
版
あ
り
。

新
撰
書
籍
目
録
大
全
版
本
三
冊

い
ろ
は
分
け
書
籍
目
録
の
最
も
早
い

も
の
。
各
項
を
更
に
、
儒
書
、
医
書
、

仮
名
、
仏
書
の
四
分
野
に
分
け
る
。
値

段
付
き
。
値
段
は
上
中
下
の
下
品
の
値

で
あ
る
と
注
記
あ
り
。
慶
長
年
中
よ
り

へ

新
収
和
古
書
抄
平
成
九
年

延
宝
年
中
迄
刊
の
六
千
余
点
を
収
め
る

と
云
う
。
天
和
元
年
山
田
喜
兵
衛
刊
。

改
装
、
外
題
な
し
。
標
題
は
扉
に
よ
る
。

内
題
は
「
新
増
書
籍
目
録
」
。
中
巻
末

三
丁
破
損
あ
り
。

国
学
者
書
状
集

賀
茂
真
淵
、
本
居
宣
長
、
加
藤
千
蔭

等
、
近
世
の
国
学
者
書
翰
二
十
一
通
。

あ
て
ど
こ
ろ
一

内
容
豊
富
で
宛
所
も
村
田
春
海
、
伴
窩

践
等
、
著
名
な
人
物
が
多
く
、
研
究
価

値
が
高
い
。
同
種
の
資
料
中
の
優
品
と

称
す
べ
き
も
の
。
弥
富
浜
雄
旧
蔵
。

延
命
子
育
和
讃
版
一
冊

外
題
「
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
、
延

命
子
育
和
讃
」
。
半
紙
本
。
表
紙
、
本

文
共
紙
。
こ
よ
り
仮
綴
。
表
紙
共
で
全

九
丁
。
江
戸
時
代
後
期
の
刊
。
「
上
州

碓
井
住
義
信
」
勧
導
序
。
内
容
は
、
延

命
子
育
和
讃
・
ご
詠
歌
に
、
子
殺
し

（
間
引
き
）
、
火
車
に
引
か
れ
る
父
母
の

挿
絵
（
全
３
面
）
を
付
す
る
。

和
漢
俳
譜
集
版
一
冊

暮
雨
巷
四
世
曽
洛
著
、
花
央
編
。
文

政
十
三
年
花
央
序
。
著
者
曽
洛
と
そ
の

師
に
あ
た
る
臥
央
や
、
暁
台
・
士
朗
・

而
后
ら
尾
張
国
名
古
屋
の
俳
譜
師
、
ま

た
江
戸
の
碓
嶺
や
梅
室
、
京
の
蒼
乢
．

~､

十
丈
、
ほ
か
に
芭
蕉
や
蕪
村
ら
の
句
を

編
し
た
和
漢
俳
譜
の
集
。
春
・
夏
・

秋
・
冬
・
漢
和
之
俳
譜
・
混
雑
の
五
つ

の
部
か
ら
な
る
。

〔
書
画
会
引
札
〕

巻
子
仕
立
一
軸
、
刊
。
縦
十
五
糎
×

三
百
四
十
二
糎
。
嘉
永
三
年
三
月
某
日
、

甲
府
の
画
家
竹
村
雲
林
（
改
め
三
陽
）

が
在
郷
の
文
人
を
集
め
時
宗
一
蓮
寺
に

開
い
た
改
号
記
念
書
画
会
の
案
内
状
で

あ
る
。
開
催
に
あ
た
っ
て
協
賛
を
求
め

ら
れ
る
「
補
助
」
や
「
会
幹
」
は
、
千

六
百
三
十
人
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
幕

末
甲
州
の
文
人
名
鑑
と
し
て
読
む
こ
と

も
で
き
る
。
会
運
営
の
具
体
相
を
詳
述

す
る
な
ど
、
こ
の
類
の
引
札
と
し
て
は

白
眉
。
装
丁
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
と

思
わ
れ
る
。
な
お
、
山
梨
県
立
図
書
館

甲
州
文
庫
に
未
装
丁
の
同
種
資
料
が
二

点
あ
る
。

歌
舞
伎
新
報
全
冊
（
僅
少
冊
欠
ヵ
）

一
号
か
ら
一
六
六
四
号
ま
で
、
第
二

巻
（
第
二
期
）
二
号
か
ら
六
号
ま
で
。

期
間
は
明
治
十
二
年
よ
り
明
治
三
十
年

ま
で
。
欠
冊
分
は
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
を

交
え
る
コ
ピ
ー
製
本
で
ほ
ぼ
補
わ
れ
て

い
る
。
全
冊
を
揃
え
る
機
関
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
こ
れ
も
わ
ず
か
な
欠
冊
は
残

る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
も
っ
と
も
よ
く

揃
っ
た
「
歌
舞
伎
新
報
」
と
い
え
る
。
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平
成
皿
年

１
月
９
日

１
月
加
日

委
員
会
日
誌

平
成
９
年

９
月
５
日

１
月
塑
日

ｎ
月
四
日

吃
月
晦
日

ｎ
月
週
日

ｎ
月
別
日

皿
月
面
日

皿
月
皿
日

加
月
３
日

ｎ
月
鋤
日

彙
報

情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会

大
学
院
教
育
協
力
委
員

会
（
第
三
回
）

将
来
構
想
委
員
会
（
第

三
回
）

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
監
修
員
会
議

（
第
二
回
）

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
委
員
会
（
第
二

回
）
大
学
院
教
育
協
力
委
員

会
（
第
二
回
）

国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
北
海
道
・
東
北
地
区

会
議
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
近
畿
地
区
会
議

図
書
資
料
委
員
会
（
第

二
回
）

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
二
回
）

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
三
回
）

共
同
研
究
委
員
会
（
第

二
回
）

ヤ

１
月
”
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

三
回
）

１
月
釦
日
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
委
員
会
（
第
三

回
）

２
月
ｎ
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
二
回
）

２
月
”
日
外
部
評
価
委
員
会

運
営
協
譲
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
九
年
十
一
月
六
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
、
教
官
人
事
、
大
学
の
教
員
等
の
任

期
制
、
管
理
運
営
の
概
況
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
三
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
十
年
一
月
二
十
三
日
（
金
）
に
開
催

さ
れ
、
教
官
人
事
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。

外
国
出
張

武
井
協
三

渡
航
先
連
合
王
国

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

目
的
第
二
回
関
西
研
究
集
会

及
び
第
八
回
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
日
本
学
会
出
席

期
間
平
成
９
年
８
月
〃
日
～

平
成
９
年
９
月
１
日

安
永
尚
志

渡
航
先
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

目
的
デ
ジ
タ
ル
資
料
館
シ
ス

テ
ム
、
電
子
的
協
調
作

/一、
、一一

業
方
法
に
関
す
る
調
査

研
究
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

日
本
学
会
出
席

期
間
平
成
９
年
８
月
認
日
～

平
成
９
年
９
月
１
日

山
崎
誠

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
日
本
文
学
・
フ
ラ
ン
ス

文
学
交
流
史
の
研
究

期
間
平
成
９
年
８
月
泌
日
～

平
成
９
年
９
月
２
日

丑
木
幸
男

大
友
一
雄

渡
辺
浩
一

渡
航
先
オ
ラ
ン
ダ
王
国

ベ
ル
ギ
ー
王
国

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

目
的
在
欧
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
９
年
９
月
晦
日
～

平
成
９
年
９
月
羽
日

松
村
雄
二

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
幕
末
・
明
治
期
の
国
文

学
文
献
に
関
す
る
調
査

研
究
及
び
中
西
部
日
本

文
学
研
究
集
会
参
加

期
間
平
成
９
年
ｎ
月
四
日
～

平
成
９
年
ｎ
月
２
日

鈴
江
英
一

山
田
哲
好

安
藤
正
人

/~

－

－〆

渡
航
先
オ
ラ
ン
ダ
王
国

フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
在
欧
日
本
史
料
の
調
査

・
研
究

期
間
平
成
９
年
ｎ
月
四
日
～

平
成
９
年
ｎ
月
２
日

山
崎
誠

落
合
博
志

浅
田
徹

和
田
恭
幸

渡
航
先
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

ス
イ
ス
連
邦

イ
タ
リ
ア
共
和
国

目
的
ス
イ
ス
を
含
む
ド
イ
ツ

語
圏
及
び
北
部
イ
タ
リ

ア
の
日
本
文
学
資
料
調

査

期
間
平
成
９
年
ｎ
月
ｎ
日
～

平
成
９
年
ｎ
月
お
日

岡
雅
彦

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
日
本
学
高
等
研

究
所
に
お
け
る
講
義
及

び
国
文
学
資
料
調
査

期
間
平
成
９
年
ｎ
月
吃
日
～

平
成
９
年
吃
月
皿
日

岡
雅
彦

鈴
木
淳

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

辻
本
裕
成

渡
航
先
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
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イ
タ
リ
ア
共
和
国

バ
チ
カ
ン
司
教
国

目
的
欧
州
に
お
け
る
日
本
古

典
籍
研
究
の
歴
史
的
研

究

期
間
平
成
如
年
１
月
釦
日
～

平
成
皿
年
２
月
略
日

松
野
陽
一

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
日
本
学
筒
等
研

究
所
と
当
館
と
の
学
術

協
定
に
基
づ
く
、
在
フ

ラ
ン
ス
日
本
古
典
籍
資

料
の
調
査
及
び
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
２
月
Ｍ
日
～

平
成
ｎ
年
２
月
加
日

海
外
研
修
旅
行

鈴
木
淳

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
日
本
古
典
籍
調
査
及
び

中
西
部
日
本
文
学
研
究

集
会
参
加

期
間
平
成
９
年
川
月
四
日
～

平
成
９
年
旧
月
鋤
日

武
井
協
三

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
際
近
松
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
出
席

期
間
平
成
９
年
岨
月
お
日
～

平
成
９
年
叩
月
羽
日

安
藤
正
人

渡
航
先
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

マ
レ
ー
シ
ア

目
的
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歴
史

的
文
番
史
料
の
修
復
保

存
総
合
調
査

期
間
平
成
皿
年
３
月
３
日
～

平
成
皿
年
３
月
８
日

人
事
異
動
（
平
成
９
年
９
月
～
平
成
、

年
２
月
）

○
平
成
９
年
９
月
脇
日
付
け

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
ブ
ラ

ウ
ン
（
客
員
教
授
）
オ
ハ
イ
オ
州
立

大
学
歴
史
学
部
准
教
授
よ
り

平
成
９
年
９
月
略
日
～
平
成

ｎ
年
３
月
晦
日

○
平
成
９
年
ｎ
月
１
日
付
け

併
任ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

（
併
任
文
献
資
料
部
助
教
授
）

（
本
務
整
理
閲
覧
部
助
教
授
）

平
成
旧
年
３
月
瓢
日
ま
で

併
任山
本
陽
史

（
併
任
文
献
資
料
部
助
教
授
）

（
本
務
山
形
大
学
教
育
学
部
助

教
授
）

平
成
９
年
皿
月
１
日
～
平
成

皿
年
３
月
釧
日

）

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
和
古
書
の

中
に
、
そ
の
前
身
で
あ
る
京
都
博
物
館

時
代
（
明
治
８
１
型
年
）
に
収
集
さ
れ

た
四
二
四
点
が
あ
る
。
本
蔵
書
は
、
絵

巻
等
、
図
書
以
外
に
分
類
さ
れ
る
資
料

を
除
い
た
も
の
で
、
大
半
は
和
古
書
の

範
畷
で
あ
る
が
、
漢
籍
お
よ
び
明
治
本

を
若
干
含
む
。
そ
の
う
ち
一
部
の
善
本

は
著
名
で
あ
る
が
、
蔵
瞥
の
全
貌
が
明

ら
か
で
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
京
博
が
百

周
年
事
業
を
進
め
る
傍
ら
、
改
め
て
そ

の
整
理
が
計
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内

容
的
に
は
、
そ
の
蔵
書
印
か
ら
推
し
て
、

お
お
い
み
か
ど

元
清
華
家
で
あ
る
花
山
院
、
大
炊
御
門

の
両
家
か
ら
流
出
し
た
も
の
が
中
心
を

な
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
公
家
日
記
、

部
類
記
お
よ
び
文
学
書
等
に
特
色
が
み

ら
れ
る
。
ま
た
博
物
館
に
必
要
な
図
書

を
備
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
収
書
が
計

ら
れ
た
た
め
か
、
有
職
故
実
、
茶
道
、

刀
剣
、
絵
図
等
の
分
野
も
充
実
し
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
。

蔵
普
中
、
特
記
す
べ
き
も
の
と
し
て

は
、
伝
後
嵯
峨
院
筆
「
和
漢
朗
詠
集
」
、

伝
山
崎
宗
鑑
筆
の
三
代
和
歌
集
（
後

撰
・
拾
遺
・
詞
花
）
、
飛
鳥
井
雅
縁
・

忠
雄
僧
正
両
筆
「
新
古
今
和
歌
集
」
、

天
正
二
十
年
奥
醤
の
「
保
元
物
語
」

文
庫
紹
介
②
１
１
１
１
１
１

京
都
国
立
博
物
館

）
＝

「
平
治
物
語
」
等
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
天
正
三
年
校
合
奥
瞥
の
「
河
海
抄
」

や
明
和
元
年
校
合
奥
書
の
「
眠
江
入
楚
」

下
冷
泉
家
伝
来
の
延
宝
四
年
写
「
伊
勢

物
語
」
、
元
和
六
年
写
の
「
性
霊
集
文

筆
私
紗
」
等
も
注
意
す
べ
き
も
の
。
そ

と
う
で
ん

の
他
、
室
町
後
期
写
の
随
筆
「
揚
鴫

さ
裳
う
ひ
つ
し
よ
う

暁
箪
抄
」
、
文
正
元
年
写
の
「
大
嘗
会

仮
名
記
」
、
永
禄
五
年
写
の
「
職
原
抄
」

が
あ
り
、
さ
ら
に
い
ず
れ
も
近
世
の
書

写
で
あ
る
が
、
「
中
右
記
」
「
明
月
記
」

を
は
じ
め
と
す
る
約
五
○
点
程
の
公
家

日
記
は
、
由
緒
正
し
い
伝
来
上
か
ら
み

て
も
貴
重
な
資
料
群
と
い
っ
て
よ
か
ろ

う
。
ま
た
、
社
寺
や
名
所
の
絵
図
摺
物

も
ま
と
ま
っ
た
数
を
存
し
て
お
り
、
興

味
深
い
も
の
が
あ
る
。

当
資
料
館
で
は
、
右
の
京
博
蔵
和
古

書
中
の
文
学
書
約
四
○
点
に
つ
き
、
平

成
十
、
十
一
年
度
に
調
査
、
収
集
を
進

め
る
予
定
で
あ
る
。
書
目
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
京
博
学
芸
課
の
若
杉
準
治
氏

が
中
心
に
縞
集
さ
れ
た
「
京
都
国
立
博

物
館
百
年
史
」
（
平
成
九
年
刊
）
に

「
京
都
博
物
館
旧
蔵
和
古
書
目
録
」
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
願

い
た
い
。

（
文
献
資
料
部
鈴
木
淳
）
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本
年
度
の
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

は
、
十
一
月
十
三
日
（
木
）
十
四
日

（
金
）
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
開

催
さ
れ
た
。

今
回
は
二
日
目
に
「
境
界
と
日
本
文

学
Ｉ
ジ
ャ
ン
ル
の
交
流
Ｉ
」
と
い
う
テ

ー
マ
を
設
け
、
外
国
人
約
三
○
名
＄
日

本
人
約
六
○
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催

さ
れ
た
。
参
加
者
の
数
は
昨
年
を
若
干

下
ま
わ
っ
た
が
、
テ
ー
マ
に
た
い
す
る

熱
気
の
あ
る
討
議
が
展
開
さ
れ
た
。

ハ
ル
ト
ム
ー
ト
・
ロ
ー
タ
モ
ン
ド
教

授
、
今
西
祐
一
郎
教
授
の
講
演
、
ロ
ン

ド
ン
大
学
よ
り
招
待
し
た
タ
イ
モ
ン
・

ス
ク
リ
ー
チ
助
教
授
の
研
究
発
表
は
、

和
歌
と
説
話
、
本
文
と
注
釈
と
絵
、
浮

世
絵
と
科
学
・
文
芸
の
境
界
を
視
点
に

入
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
重
層
的
な

見
方
が
、
問
題
の
新
し
い
側
面
を
照
ら

し
出
す
こ
と
を
提
示
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
研
究
発
表
で
は
、
映
像
か
ら
小

説
を
考
え
る
と
い
う
新
し
い
視
点
の
導

入
、
中
国
人
の
発
表
者
か
ら
在
日
韓
国

人
文
学
を
考
察
す
る
な
ど
、
興
味
深
い

研
究
発
表
が
並
ん
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
副
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
報
告

第
一
日
目

研
究
発
表

○
保
胤
『
池
亭
記
』
の
隠
棲
思
想

劉
魯
平
（
新
潟
大
学
大
学
院
）

○
日
・
韓
に
お
け
る
伝
承
の
あ
り
か
た

Ｉ
「
さ
よ
ひ
め
」
説
話
と
「
堤
上
説

話
」
ｌ金
京
柵
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

○
泉
鏡
花
『
蝉
の
一
心
』
論
Ｉ
自
筆
原

稿
と
の
比
較
を
通
し
て
Ｉ

魯
恵
卿
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

○
「
二
世
」
か
ら
見
る
、
戦
前
に
お
け

る
台
湾
文
学
Ｉ
周
金
波
、
河
合
三
良

を
中
心
に
ｌ

唐
瓊
瑞
（
武
蔵
大
学
大
学
院
）

○
『
吉
里
吉
里
人
』
に
お
け
る
国
家
形

成
と
主
体
性
の
喪
失

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ビ
ン
ス

（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
大
学
院
）

○
越
境
す
る
文
学
ｌ
方
法
と
し
て
の
由

煕
ｌ顧
偉
良
（
弘
前
学
院
大
学
助
教
授
）

第
二
日
目

研
究
発
表

○
谷
崎
潤
一
郎
一
陰
鬚
礼
讃
」
に
お
け

る
大
衆
文
化
の
表
象

中
根
隆
行
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

○
『
風
の
又
三
郎
』
に
お
け
る
〈
重
ね

書
き
〉
Ｉ
昭
和
十
五
年
日
活
映
画
の

受
容
に
着
目
し
て
ｌ

米
村
み
ゆ
き
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）

○
美
術
史
と
科
学
史
、
簸
後
の
境
界
を

越
え
るタ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ

盲
ン
ド
ン
大
学
助
教
授
）

公
開
講
演

○
本
文
・
注
釈
・
絵

今
西
祐
一
郎
（
九
州
大
学
教
授
）

○
和
歌
か
ら
説
話
を
見
る
ｌ
唱
導
史
の

観
点
を
中
心
に
し
て
Ｉ

ハ
ル
ト
ム
ー
ト
・
ロ
ー
タ
モ
ン
ド

（
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院

教
授
）

討

義
鐸
塞
鰯

ノノ

静
李

＝

当
館
所
蔵
の
貴
重
瞥
よ
り
、
一
．
好
色

一
代
男
』
「
金
春
禅
竹
自
筆
能
楽
伝
書
』

を
、
汲
古
書
院
よ
り
刊
行
し
て
い
る
。

購
入
ご
希
望
の
方
は
汲
古
書
院
（
○
三

’
三
二
六
五
’
九
七
六
四
）
ま
で
。

セ
ミ
ナ
ー
原
典
を
読
む

｜

本
田
康
雄
著
一
浮
世
風
呂
・
浮
世
床
’
一一

世
間
話
の
文
学
Ｉ
』
。
新
井
榮
蔵
著

『
嘗
の
秘
伝
Ｉ
入
木
道
の
古
典
を
読
む

ｌ
」
。
松
野
陽
一
著
『
千
載
集
Ｉ
勅
撰

和
歌
集
は
ど
う
編
ま
れ
た
か
Ｉ
』
。
森

一

安
彦
著
『
古
文
書
が
語
る
近
世
村
人
の

一
生
』
。
松
村
雄
二
著
寧
日
人
一
首
Ｉ

定
家
と
カ
ル
タ
の
文
学
史
Ｉ
』
。
丑
木
一

幸
男
著
『
蚕
の
村
の
洋
行
日
記
Ｉ
上
州
・
・

蚕
種
業
者
・
明
治
初
年
の
欧
羅
巴
体
》

験
』
。
岡
雅
彦
著
三
休
ぱ
な
し
ｌ
と
《

ん
ち
小
僧
の
来
歴
Ｉ
』
。
安
永
尚
志
著
・

『
文
科
系
の
た
め
の
情
報
検
索
入
門
Ｉ
《

パ
ソ
コ
ン
で
「
漱
石
」
に
た
ど
り
つ
く
。
．

’
』
。
立
川
美
彦
著
『
京
都
学
の
古
典
《

「
雍
州
府
志
崖
。
中
村
康
夫
著
『
国
文

学
電
子
書
斎
術
Ｉ
コ
ン
ビ
『
－
－
タ
に
何

を
さ
せ
る
か
Ｉ
坐

平
凡
社
刊
、
定
価
は
千
六
百
円
～
二

千
円
で
市
販
さ
れ
て
い
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
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一
◆
所
蔵
目
録
刊
行
の
ご
案
内

一
こ
の
た
び
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
」

喜
和
古
書
目
録
」
の
最
新
版
が
刊
行
さ

一
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

薑
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資

一
料
目
録
一
九
九
七
年
』
（
第
罰
冊
）

一
収
集
し
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
う
ち
、

一
平
成
九
年
度
に
整
理
が
終
了
し
た
三
三

一
所
蔵
者
（
文
庫
）
分
、
五
、
○
七
九
点
を

一
と
り
ま
と
め
冊
子
体
に
し
た
も
の
で
す
。

一
収
録
所
蔵
者
名
、
文
庫
番
号
は
次
の
と

一
お
り
で
す
。
今
回
新
た
に
収
録
さ
れ
た

一
三
所
蔵
者
に
は
＊
印
を
付
け
ま
し
た
。

一
文
庫
恥
所
蔵
者

一
皿
京
都
大
学
文
学
部
（
穎
原
文
庫
）

一
加
宮
内
庁
書
陵
部

一
妬
酒
田
市
立
光
丘
文
庫

一
羽
東
洋
文
庫

一
妃
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

一
⑲
岩
国
徴
古
館

一
弱
陽
明
文
庫

一
認
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館

一
的
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

一
郎
上
田
市
立
図
書
館
（
花
春
文
庫
）

一
的
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）

一
型
三
原
市
立
図
書
館

一
型
熊
本
大
学
附
属
図
誹
館
（
北
岡
文
庫
）

、
０
９
０
０
６
０
６
６
０
０
卜
０
０
１
０
０
Ｄ
Ｄ
０
Ｄ
Ｏ
８
０
０
ｑ
６

一
口

一・

Ｆ
Ｄ
■
８
０
０
９
０
０
４
■
１
０
８
０
６
１
１
１
６
１
０
０
０
０
０
６
６
８
０
０
Ｉ
０
ｒ
０
ｌ
Ｉ
０
６
０
０
０
０
■
■
■
ｄ
ｑ
ｄ
０
ｑ
０
０
０
９
８
９
０
０
９
ｑ
９
９
ｑ
■
９
９
０
９
０
１
１
０
４
９
０
号
６
９
０
０
０
６
０
９
０
●
９
０
０
１
０
０
０
■
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
■
０
０
ｇ
９
８
０
Ｄ
Ｏ
０
０
６
９
０
０
１
４
９
９
０
６

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ

湖
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館

醐
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
（
鴻
山
文
庫
）

狐
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館

醜
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館

加
弘
前
市
立
図
書
館

郷
尊
経
閣
文
庫

郷
茨
城
県
立
歴
史
館

畑
金
沢
市
立
玉
川
図
沓
館
（
藤
本
文
庫
）

期
福
井
市
立
図
書
館
（
松
平
文
庫
）

狐
蔵
庵
文
庫

那
夢
望
庵
文
庫

湖
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
（
西
宮
市

笹
部
桜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

卿
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
瞥
館
（
脇

本
文
庫
）

剛
鎌
田
共
済
会
図
書
館

鰯
石
川
県
立
図
書
館
（
李
花
亭
文
庫
）

剛
＊
山
梨
県
立
図
書
館

郷
＊
仙
台
市
民
図
書
館

郷
＊
岩
手
県
立
図
書
館

昭
初
瀬
川
文
庫

刈
祐
徳
稲
荷
神
社
（
中
川
文
庫
）

「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
和
古
書
目
録

一
九
七
二
’
一
九
九
七
」

こ
の
目
録
は
、
今
ま
で
刊
行
し
た

『
和
古
書
目
録
一
九
七
二
’
一
九
八
六
」

「
同
増
加
４
（
一
九
八
七
二
「
同
増
加

Ｏ
０
０
０
ｏ
９
０
０
０
０
０
６
０
０
り
８
９
６
６
０
６
６
８
８
０
０
０
０
１
０
１
０
０
Ｉ
Ｏ
６
６
０
０
０
６
ｏ
０
０
０
０
０
０
９
６
６
０
０
０
０
０
０
Ｂ
０
０
０
０
６
８
０
０
０
■
０
０
０
０
９
０
０
８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
日
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
６
０
０
０
１
４
０
０
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
６
０
０
９
９
０
９

口

◆
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
が
閲
覧
で
き
ま
す

・
和
泉
式
部
日
記
（
同
朋
舎
出
版
）

。
か
げ
ろ
う
日
記
（
同
朋
舎
出
版
）

・
八
代
集
（
岩
波
書
店
）

・
新
編
国
歌
大
観
（
角
川
書
店
）
．

・
学
術
雑
誌
総
合
目
録
（
丸
善
）

・
風
俗
画
報
（
ゆ
ま
に
書
房
）

◆
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
縮
刷
版
』
の

市
販
に
つ
い
て

『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
録
」
は
、
発
行
部
数
に
限
り
が

あ
り
、
一
部
の
機
関
に
し
か
配
布
で
き

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
縮
刷

版
を
別
途
刊
行
し
市
販
し
て
い
ま
す
。

第
二
○
冊
目
の
一
九
九
六
年
版
が
、
二

月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
（
笠
間
書
院

刊
、
定
価
五
、
八
○
○
円
）
．

５
二
九
九
二
三
『
同
増
加
６
（
一
九

九
五
三
の
四
冊
分
を
累
積
し
、
そ
の

後
二
年
間
の
増
加
分
二
○
○
余
点
を
加

え
た
和
古
書
（
写
本
・
版
本
）
約
七
、

五
○
○
点
を
収
録
し
た
も
の
で
す
。

◆
利
用
案
内

利
用
資
格

Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｒ
０
ｄ

学
術
研
究
の
た
め
に
当
館
の
資
料
を
一

必
要
と
し
、
か
つ
、
次
の
い
づ
れ
か
一

に
該
当
す
る
者
。

一
、
学
校
の
教
員
及
び
綱
枩
研
究
機
関
の
研
究
員
一

二
、
大
学
及
び
大
学
院
の
学
生

三
、
そ
の
他
館
長
が
適
当
と
認
め
る
者
一

閲
覧
時
間

九
時
～
十
七
時

資
料
請
求
受
付
時
間

九
時
半
～
十
二
時
、
十
三
時
～
十
六
時
半
一

文
献
複
写
受
付
時
間

九
時
半
～
十
五
時
半

休
室
日
日
曜
日
、
土
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
一

日
、
毎
月
末
日
（
日
、
土
の
場
合
は
一

直
前
の
金
曜
日
）
、
四
月
末
～
五
月
一

上
旬
五
日
間
、
十
二
月
二
十
七
日
～
一

一
月
五
日
、
三
月
二
十
五
日
～
三
月
一

三
十
一
日
、
そ
の
他

来
館
で
き
な
い
場
合
の
利
用
方
法

所
属
大
学
の
図
書
館
等
を
通
し
て
申
》

し
込
め
ば
文
献
複
写
及
び
貸
出
サ
ー
ー

ビ
ス
（
資
料
は
限
定
さ
れ
ま
す
）
が
受
一

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
個
人
が
郵
送
一

で
文
献
複
写
の
申
し
込
み
を
す
る
こ
一

と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
悩
報
サ
ー
ー

ビ
ス
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
》
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日本教育研究連合会第三研究室内
03-3941.3420@8月1．2日③
国立教育会館虎の門ホール
社団法人日本語教育学会
①〒101-0065千代田区西神田2-4.
1（財)東方学会新館2FO3-3262-
4291@5月23･24日③東京学
芸大学

日本社会文学会
①〒169-50新宿区西早稲田l-6-l
早稲田大学教育学部杉野研究室
03-3203-4141

日本比較文学会
〒411静岡県三島市文教町2日本
大学国際関係学部内秋山正幸研究
室0559-80-0777②6月13･14
日③大阪女子大学
日本文学協会
①〒170豊島区南大塚2-17-10
03-3941-2740@7月5日③近畿
大学

日本文学風土学会
①〒359-1112所沢市泉町1789
秋草学園短期大学国文科研究室
0429-25-1111@6月20．21日
③専修大学
日本文芸研究会
①〒980-8576仙台市青葉区川内
東北大学文学部国文学研究室内
022-217-5957@6月13･14日
③東北大学
日本文体論学会
①〒llO-0004台東区下谷1-5-34
（株)三修社内03-3842-1711@'
6月12･13日③東洋大学
日本方言研究会
①〒192-03八王子市南大沢l-l
東京都立大学国語研究室内日本
方言研究会幹事0426-77-2135
①〒115-8620北区西ケ丘3-9-14
国立国語研究所気付日本方言研究
会幹事03-5993-7630②5月29
日③白百合女子大学
表現学会
①〒101-0064千代田区猿楽町2-2-6
畑山第一ビル6FO3-3294-2171

②6月6．7日③大妻女子大学
仏教文学会
〒604京都市中京区西ノ京壷ノ内
町8･1.花園大学文学部国文学研
究室内075-811-5181@6月6．
7日③國士館大学
美夫君志会
①〒466名古屋市昭和区八事本町
101-2中京大学文学部国文学研
究室内052-832-2151@7月l8
～20日③中京大学（60周年記念
大会）

昭和文学会
①〒101-0064千代田区猿楽町2-2-
5笠間書院内03-3295-1331
②6月13日③立正大学
説話・伝承学会
①〒562大阪府箕面市栗生間谷東
8-1-l大阪外国語大学奥西峻介
研究室内②5月9．10日③大谷
大学
説話文学会
①〒305-857lつくば市天王台l-l-
l筑波大学文芸言語学系稲垣研
究室0298-53-4136@6月27･
28日③日本女子大学
全国大学国語教育学会
①〒739-8523東広島市鏡山1-l-2
広島大学教育学部国語教育学研究
室内0824-24-6790②8月3．4
日③筑波大学附属小学校
全国大学国語国文学会
①〒101-0064千代田区猿楽町2-2-
6畑山第1ビル（株)おうふう気
付03-3294-0857@6月6．7日
③清泉女子大学
中古文学会
①〒175-8571板橋区高島平l-9-l
大東文化大学文学部日本文学研究
室内03-3935-1113内3128@5
月9．lO日③立教大学
中世文学会
①〒102-8336千代田区三番町6-16
二松学舎大学大学院文学研究科国
文学専攻松本寧至研究室03‐
3261-7406@5月30～6月1日③
立正大学
日本演劇学会
①〒194-8610東京都町田市玉川
学園6-l-1玉川大学文学部芸術
学科演劇研究室内FAXO427-39-
8092②5月30･31日③玉川大
学

日本歌謡学会
①〒150渋谷区東4-10.28國學院
大學文学部日本文学第七研究室内
03-5466-0221@5月23．24日
③高岡市万葉歴史館
日本近世文学会
①〒191-8510日野市大坂上4-l-l
実践女子大学文学部国文学科研究
室内042-585-0316②6月20.
21日③戸板女子短期大学
日本口承文芸学会
①〒150渋谷区東4-lO-28國學院
大學文学部伝承文学研究室内
03-5466-0224②6月6．7日③
帝京大学
日本国語教育学会
①〒112-0012文京区大塚3-29-l

平成10年度

春季学会
①事務局②学会開催日③会場

解釈学会
①〒17O豊島区北大塚3-29.2教
育出版センター内03.5394-1203
②8月25日③神奈川県立近代文
学館
歌舞伎学会
①〒169-805O新宿区西早稲田l-6-
l早稲田大学演劇博物館内03‐
3203-4141内71-5218@7月20日
③江戸東京博物館
訓点語学会
①〒155世田谷区代沢l-20-10@
5月29日③白百合女子大学
芸能史研究会
①〒602京都市上京区河原町通荒
神口下る上生州町221キトウビル
303号075-251-2371@6月7日
③京大会館
国語学会
①〒113文京区本郷7-3-l東京大
学文学部国語研究室内03-3812-
2111①事務取扱〒ll3文京区
本郷l-13-7日吉ハイツ40403-
5802-0615@5月30･31日③白
百合女子大学

古事記学会
①〒150.8440渋谷区東4-10-28
國學院大學文学部日本文学第1研
究室内03-5466-0215(2)6月20
～22日③中京大学
上代文学会
①〒180武蔵野市吉祥寺北町3-3.1
成践大学文学部遠藤宏研究室内
0422-37-3647②5月16～18日
③常葉学園短期大学
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